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沖縄自生種との交配で 

ブドウの醸造用新品種「香大農Ｒ－１」育成 

　果樹の栽培技術の開発、新品種の育成、遺伝資源の園芸学的利用を領域とする果樹園芸学のうち、日

本原産野生ブドウの遺伝資源収集が望岡研究室のメーンテーマ。ここから２００６年、農林水産省に種

苗登録されたワイン用新品種「香大農Ｒ－１」が生まれました。 

　瀬戸内海性気候のように熱帯夜の続く地域で栽培されるブドウは、収穫時期になっても果皮が十分に

着色しない着色障害（赤熟れ）が発生しやすくワイン製造に不向きとされていました。そこで、日本に

分布する７種８変種の野生ブドウのうち、種と皮ばかりですが、ポリフェノール、アントシアニンを多

く含み高温でも着色に優れている沖縄自生のリュウキュウガネブに注目。これを育種親に用いて栽培種

のマスカット・オブ・アレキサンドリアと交配させた醸造用新品種の育成に成功しました。 
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　この研究開発は１９９９年、香川大学と香川

県、ワインメーカーとの共同でスタート。交配

して得られた約 1000 粒の種の中から選抜して生

き残った 1 系統を挿し木や接ぎ木をして新品種

として確立しました。「香大農Ｒ－１」は香川大

学農学部付属農場のほか香川県農業試験場、委

託農家での試験栽培を行っており収量も多く栽

培も簡単との評価を得ています。またこのブド

ウから造ったワインは、濃厚な色合いで渋みも

少なくノド越しのよいフルーティなものに仕上

がり「ソヴァジョーヌ・サヴルーズ」（芳しき野

生の乙女）の商標を香川大学が持っており大学

発のブランド・ワインとしての発展が期待され

ています。 

【利用が見込まれる分野】 果樹・樹圓・施設園芸業、食料品製造業、飼料・有機質肥料、飲食品小売業
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　「香大農Ｒ－１」は成熟果の果皮中の各

種フェノール含有量や抗酸化活性を精査、

時期的萌芽率や着果習性などの精緻な学術

的裏付けから誕生した醸造用優良新品種

で、さらなる品種改良に取り組んでおり、

インディジナスリソース（自生資源）を利

用した新たな展開が期待されています。 

 

　野生ブドウについては、欧米種を中心に

温暖地系については調査が進んでいます

が、国内や南方系については手つかずの状

態です。また、地球温暖化が進んでいるだ

けにブドウだけでなく園芸・果樹の全分野

でも「南方野生資源の活用」がキーワード

になっています。これらを背景に望岡研究

室ではこれまでの実績をベースに他の研究

室とともに四国及び近隣地域の有用自生植

物資源を対象にした「インディジナスリ

ソースを活用した新規園芸資源開発と地域

ブランド化」の学内プロジェクトを立ち上

げています。 

 

　このほか、リュウキュウガネブにポリ

フェノールやアントシアニンなどが多いこ

とからワイン以外へのこれら機能性成分の

活用を目指し、葉や樹液をも対象として発

ガン抑制物質やアンチエージング（老化防

止）物質の発見などに取り組むことにして

います。食品以外に医療、化粧品などへ夢

も広がるだけに研究が５年、１０年といっ

たスパンであるものの成果に各方面から関

心が寄せられています。 

 

 

キウイフルーツ キウイフルーツ 

キク キク 

ブドウ ブドウ 

リュウキュウガネブ 

シマサルナシ 

ナカガワノギク 

地球温暖化対策としての南方自生資源活用研究も地球温暖化対策としての南方自生資源活用研究も地球温暖化対策としての南方自生資源活用研究も 


	kagawa-u.ac2010s.pdf
	香川大学
	●聴覚フィードバック学習によって音声や歌声を自己獲得する発話ロボット
	●様々な分野での利用が期待されるマイクロマシンの開発
	●さまざまな分野で　LED 新応用を開拓
	●遠隔地で「触れる」マルチメディア情報端末に 超小型、超省電力の触覚提示デバイスの開発
	●観る、触る、創るをコアにした人間中心設計を目指す
	●マイクロ血圧計・血液粘度計
	●世界で初めて突き止めた　ガレクチン９の好酸球誘導因子としての働き
	●糖尿病による腎症への治療法の確立
	●モバイル在宅妊婦管理などで医療　ＩＴ の最前線を牽引
	●世界初　優しい光で細胞断層像予防と早期診断の計測プロジェクト
	●植物ミトコンドリア研究で世界をリード
	●夢の糖―希少糖大量生産のカギ微生物から新酵素を次々発見
	●海洋細菌の生産するグリコサミノグリカンの機能開発
	●瀬戸内海の海洋低次生産過程と環境
	●香川県初のオリジナル酒米「さぬきよいまい」を開発
	●キウイフルーツ近縁自生植物資源の多面的活用研究　 ― 新ベリー果樹「キウイベリー」の開発進展 ―
	●化粧品、食品、飼料、ペット商品に新旋風 小麦共生細菌由来の糖脂質をバイオ発酵新技術で素材化
	●沖縄自生種との交配でブドウの醸造用新品種「香大農Ｒ－１」育成
	●腸管の組織学的変化による腸管機能や給与飼料の査定　鶏の栄養生理学的研究に組織学的手法を確立
	●環境に優しく簡便でかつ精緻　カビ毒の高感度測定技術




